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第１章 背景

第１節 J リーグのアジア戦略

プロサッカーの世界で市場規模においては、イングランド、スペイン、ドイツをはじめ

とする欧州諸国が、競技面においては欧州に加え、ブラジル、アルゼンチンなどの南米の

国々が世界のトップに君臨している。Ｊリーグは、日本サッカーのレベルアップだけでは、

日本も含めたアジア諸国が世界のトップレベルに追い付き、FIFA ワールドカップをはじ

めとする国際舞台で好成績を収めることはできないと考えていた。そこでアジア諸国から

優秀な選手を獲得して、Ｊリーグでの活躍の場を広げることで、Ｊリーグの競技面におけ

るレベルアップを図ってきた。Ｊリーグで活躍するアジア諸国の選手が自国の代表チーム

で活躍し、強いライバルとなることによって、日本代表のレベルアップにつなげることと、

アジア諸国の選手がＪリーグで活躍することに繋がり、アジアの注目をＪリーグに集め、

Ｊリーグとアジアサッカーの市場拡大を目指していた。このような目的により、2009 年

から各チームの外国籍選手の登録数を拡大して、3 名の外国籍選手枠に加え、アジアサッ

カー連盟加盟諸国の選手１名を登録可能とする「アジア枠」を設けていた。

そして、J リーグは 2012 年にアジア戦略室（現在はアジア室）を設立し、アジア全体

のサッカーのレベルアップをＪリーグが主導して促進し、世界のサッカー市場におけるア

ジアの価値向上を目指して、本格的にアジア戦略の実行を開始した。そして、「アジア枠」

に加えて、2014 年から「Jリーグ提携国枠」（J リーグ提携国はタイ王国、ベトナム、ミ

ャンマー、カンボジア、シンガポール、インドネシア、マレーシア、カタールの 8カ国で、

それらの国籍選手を対象として別に設けられた移籍制度）を設けた。「アジア枠」と「J

リーグ提携国枠」実施以来、J リーグへの該当国からの選手移籍が増加する中、最も活躍

しているのはタイ国籍選手であった。

第２節 J リーグのアジア戦略元での外国人選手制度の変遷

J リーグにおける外国人選手制度の変遷は表 1 通りである。

表 1 外国人選手制度の変遷

1993 年 J リーグの開幕から 2008 年まで、J リーグの外国人選手制度は「一般外国人枠」

（すべての外国籍選手を対象）のみであった。この時期において、一般外国人枠選手の登

録は 3名までで、出場も 3 人までであった。
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2008 年にアジア戦略の思想で、2009 年から新たに「アジア枠」を設けた。この時期に

おいて、一般外国人枠の登録と出場の規定は変化がなかった。「アジア枠」の登録は 1

名のみで、出場も 1名のみであった。

2012 年、J リーグからアジア戦略室を設立し、本格的にアジア戦略を実施し始め、2014

年から新たに「Jリーグ提携国枠」を設けた。この時期においても、「一般外国人枠」の

登録と出場は変化がなかった。「アジア枠」の登録は 1 名のみで、「J リーグ提携国枠」

の登録は 2名までであったが、出場においては「アジア枠」と「J リーグ提携国枠」と合

わせて１名のみであった。すなわち、両制度の枠選手が一つの出場枠を競争するようにな

った。

2016 年になると、Jリーグは外国人選手制度を改定し、「一般外国人枠」は変動なしで、

「アジア枠」の登録と出場は 2009 年と同じく 1 名のみに戻った。「J リーグ提携国枠」

の選手は外国籍扱いではなくなり、日本人選手と同じく登録と出場は制限なしになった。

この改定のより、「アジア枠」は前の「Jリーグ提携国枠」との出場枠競争から解放する

一方、「J リーグ提携国枠」は制限なしで登録しやすくなり、より多くのアジア籍選手を

招くことがアジア戦略と合致している。

2019 年になると、J リーグは外国人選手制度を再度改定し、「アジア枠」は廃止され、

「一般外国人枠」として見なすようになった。「一般外国人枠」の登録数は制限なしにな

り、出場枠においては同時出場が 5人までになった。なお、「Jリーグ提携国枠」は 2016

年と同じく外国籍扱いではなく、登録枠と出場枠において制限なしであった。このことよ

り、Jリーグのアジア戦略は J リーグ提携国を中心にするとなった。なお、「アジア枠」

の廃止は該当国籍選手が他の一般外国人枠選手と競争するようになることが、J リーグの

アジア戦略のアジア籍選手の全面的なレベルアップという目的と合致している。

第３節 J リーグでプレーするタイ国籍選手の活躍

2017 年シーズンに、J リーグに在籍しながら出場記録があったのがチャナティップ選手

1人であった。初めて J リーグへ登録するタイ国籍選手として、チャナティップ選手は北

海道コンサドーレ札幌への移籍を発表した後、すぐ主力メンバーとして Jリーグで活躍し

始めた。

2018 年シーズンに、J リーグに在籍しながら出場記録があったのがチャナティップ選手、

ティーラトン選手、ティーラシン選手 3人であった。そして、チャナティップ選手はこの

シーズンのリーグ戦 30 試合で 8 ゴールを挙げて、シーズン終了後に札幌の選手投票で

2018 年シーズンの札幌の MVP に選出され、東南アジア出身初の J リーグベストイレブン

にも選出された。なお、広島に所属するティーラシン選手は北海道コンサドーレ札幌に所

属するチャナティップ選手とのタイ国籍ダービーで、タイ人 J リーガーの初ゴールを獲得

した。

2019 年シーズンに、J リーグに在籍しながら出場記録があったのがチャナティップ選手、

ティーラトン選手、ティティパン選手 3人であった。このシーズンにおいて、ティーラト

ン選手は、決勝を決まる FC 東京との対戦でゴールを決めて、タイ人初の J リーグ優勝を
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獲得した。なお、シーズン終了後、ティーラトン選手は J リーグ優秀選手賞に選出された

一方、母国であるタイの年間最優秀選手賞にも選出された。

2020 年シーズンに、J リーグに在籍しながら出場記録があったのがチャナティップ選手、

ティーラトン選手、ティーラシン選手 3 人であった。

2021 年シーズンに、J リーグに在籍しながら出場記録があったのがチャナティップ選手、

ティーラトン選手 2人であった。

第４節 先行研究の調査

J リーグに関する研究を調査した。カテゴリー別に主に「経営」、「観客行動」、「医

学」、「渉外」の研究が行われている。「医学」に関する J リーグの研究は調査制限があ

るため、先行研究のレビューから筆者より除外し、「経営」、「観客行動」、「渉外」と

いう三つのカテゴリーで先行研究を調査した。

「経営」のカテゴリーの先行研究はまた、「J リーグ経営」と「クラブ経営」に分けた。

「J リーグ経営」の先行研究は以下の通りである。

尾崎ら（2006）は、J リーグの経営と企業経営を比較して、J リーグの経営の詳細を提示

し、資金を供給する親会社と、異なる種類の顧客を持つ J リーグの経営について考察し

た。福田（2013）は、NPB との比較を通じて、J リーグのマネジメントにおける制度的特

徴を明らかにするとともに、データの分析を通じて観客動員の伸び悩み、リーグ事業の伸

び悩み、クラブ経営における企業依存という三つの課題を提出した。永田（2014）は、2013

年から「クラブライセンス制度」を実施してきた J リーグクラブにおける経営安定化を

考える中で、プロスポーツ組織の財務健全化は如何にあるべきか、その施策はどの様にあ

るべきかについて、事例を交えて検証を行った。竹中（2015）は、初代から 4 代目まで

のチェアマンの戦略と J リーグと変革の歴史を考察した。斎藤（2017）は、Jリーグ１

部 J1 を取り上げ、１ステージ制と２ステージ制というリーグ戦の大会方式の変更が同リ

ーグのプレー状況にいかなる影響について分析を行った。

「クラブ経営」に関する先行研究は以下の通りである。

松原（2012）は、2011 年 J1 リーグの所属選手データより、年齢構成とポジション、出

生地域と出身母体、構成選手の出場時間から、J クラブが今後どのような方向性を持って

組織を形成すべきかを明らかにすることを目的として研究を行った。福原（2014）は、J

リーグでは J1 と J2 でのディビジョン間の収入と、クラブごとの収入に厳然とした差が存

在する背景で、Jクラブを対象として、クラブの成績が、営業収入および広告料収入にい

かなる影響を与えるのかを、クラブごとの個体効果の有無と時間効果に焦点を当てて検証

した。岡安ら（2016）は、Jリーグクラブで GM というポジションに焦点をあてて、その

クラブ内における役割や人事の権限などの現状において研究を行った。境田ら（2018）は、

Ｊリーグに不足しているところと、将来に向けて必要になるところについて論考を行った。

J リーグの「観客行動」に関する先行研究は以下の通りである。

仲澤ら（2000）は、スポーツ観戦者を対象としたセグメント ・マーケティングの必要

性,市場の活性化に寄与する女性市場の可能性,女性観戦者の社会心理的特性などに着目



4

しながら,女性観戦者の特徴を記述し、女性に焦点化したマーケティング戦略を検討した。

河合・平田（2008）は、1993 年から 2005 年の J リーグのデータを用いて、毎試合のサ

ンプルをとり、Jリーグにおける観客数の影響を与える決定要因を分析し、従属変数であ

る観客数を約 51%説明していることが明らかにした。出口（2012）は、観戦者の認知につ

いて経験の違いからその差について研究を行った。岩村（2013）は、J リーグ観戦者にお

ける同伴者数の規模と観戦行動の関係において検証を行った。仲澤ら（2014）は、1990 年

代後半に Jリーグのスタジアム観戦者を対象に収集されたデータを二次的に活用する形

で、新しいプロスポーツリーグとして誕生した Jリーグの観戦者の動機を検証した。松井

ら（2016）は、2015 年 11 月 22 日に万博記念競技場（ガンバ大阪のホームグラウンド）

に試合観戦で来場した観戦者を対象とし、ガンバ大阪のファン・サポーターの特徴に つ

いて、プロフィール、観戦における頻度・動機・魅力、ホームスタジアムへのアクセス、

自身の日常スポーツ活動、スタジアムでの楽しみ、などの視点から分析をした。出口ら

（2017）は、クラブ支援意図について、愛着、チーム ID との関係に焦点を当て検討し、J

リーグが推進するクラブに対する支援意識の醸成の浸透度を分析した。谷本ら（2019）は、

岡山市にホームタウンとしているファジアーノ岡山を例として、都心部にホームスタジア

ムがあるプロスポーツチームの観戦者を対象としたモビリティマネジメント施策を提案

し、その効果を検証した。吉岡ら（2020）は、J リーグサッカーファンによる応援するク

ラブのアウェイ戦観戦を対象とした地域活性化の可能性を検討した。

J リーグの「渉外」の先行研究は以下の通りである。

高橋（2004）は、1993 年 J リーグ開幕以前の日本人サッカー選手の国際移籍の歴史的

経緯を把握してから、J リーグ開幕以降の日本人 J リーグ選手の海外移籍について,時系

列でその移籍数と移籍先について分析した。そして、日本人 J リーグ選手の国際移籍の要

因を心理的要因,技術・適応能力的な要因, 社会・制度的な要因に分類して分析を行った。

松原（2012）は、2011 年シーズン終了後から 2012 年シーズン開始までの時期において

日本人選手だけではなく、外国人選手も含めて、J チーム所属選手の移籍状況より、新規

加入選手、放出選手、残留した選手を分析してから、移籍に関わる問題を考察し及び移籍

の問題点について研究をした。栗山（2013）は、日本人選手が、欧州において最もレベル

の高いリーグでプレーする状況を実現するために、ファーストステージとして、どのリー

グを選択するかに関して研究を行い、オランダを最初の海外移籍先とする戦略が重要だと

結論になった。井上（2013）は、J リーグの東南アジア戦略で策定に重要な都市と策定し

ていられたシンガポールで、その民族性の豊かな国において、プロサッカークラブが現地

に適応化するプロセスや、戦略を検討し、ALBS に着目して J リーグの東南アジアにおけ

るマーケティング戦略策定に資する基礎的な情報収集及び分析を行った。長澤(2019)は、

日本人選手がブンデスリーガで活躍するための移籍の準備段階及び移籍後において、必要

となる知識と対策の研究を行い、対策として 9つの基礎的なポイントを挙げられた。

以上の先行研究を総観してみると、主に J リーグの「経営」、「観客行動」、「渉外」

に関する先行研究が行われている。その中、「渉外」の先行研究は、J リーグから海外リ

ーグへの国際移籍に関する研究のみで、海外リーグから J リーグへの国際移籍に関する研
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究は行われていない。また、J リーグの制度研究においても外国人枠に関する研究は行わ

れていない。J リーグのアジア戦略が期待する効果として、提携国枠の選手が Jリーグで

活躍し、本国で話題になることで放映権収入やスポンサーやグッズ収入といった収益を得

ることであることが考えられる。そこで、現在最も活発に活動をしているタイ国籍選手の

活躍に対する効果検証をすることに意義があること考えるが、先行研究から本制度改定に

よる効果検証が十分に行われていない状況であった。

第５節 目的

本研究は、タイ国籍選手が J リーグで活躍することによってタイ本国での話題や放映環

境にどのような影響を与えているかを明らかにすることで、今後の Jリーグのアジア戦略

推進に対する示唆を得ることを目的とする。
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第２章 研究方法

第１節 J リーグにおけるタイ国籍選手の在籍及び活躍状況の調査

J リーグ公式イヤーブック、各クラブの公式 HP 等を用いて、J リーグに在籍するタイ国

籍選手の活躍状況において文献調査を行った。ここでの活躍状況は、具体的に在籍人数、

試合場数、ゴール数、アシスト数、交代出場数、交代退場数、イエローカード数、セカン

ドイエローカード数、レッドカード数、ペナルティーゴール数、平均 1 ゴール/分、出場

時間（分）という年間合計数値で定義し、集計する。なお、実際に J1 リーグ所属のクラ

ブで在籍して出場記録があった選手のみ対象としてのデータを収集した。対象期間はタイ

国籍選手が初登録した 2017 年シーズンから 2021 年シーズンまで 5 年に分け、年ごとにま

とめた。

第２節 J リーグにおけるタイ国籍選手の活躍状況とタイ本国での話題の関係性

この段階の研究において、タイ本国での話題の抽出方法として Google Trends 値を採用

した。検索地域をタイに設定し、検索トピックを「J1 リーグ」にした。Google Trends

値の検索の性質上、1 年以上の期間で話題の検索を行った場合、月単位での抽出になるこ

とから、本研究では 2017 年から 2021 年シーズンを単年での抽出を行い、週単位の Google

Trends 値を用いて分析を行った。

分析方法は、各年度においてタイ国籍選手の「試合出場」、「得点」、「アシスト」、

「タイ国籍選手同士の対戦」の該当週と非該当週の Google Trends 値の平均値を比較し、

独立サンプルの T 検定で分析を行った。

この四つの説明変数を選んだ理由は以下の通りである。

サッカー競技はコンテンツとして事前予測の不可能性がその魅力だと思い、競技の見ど

ころとして「得点」と「アシスト」を説明要因として選んだ。そして、事前に獲得できる

情報はエントリーした選手リストのみからで、「出場」と「タイ籍同士対戦」を説明要因

に選んだ。

前節で収集したデータの中、この四つの説明要因以外除外した理由は以下の通りである。

総試合場数、総交代出場数、総交代退場数の共通性は「出場した」という意味で、「出

場」に合わせた。

平均 1ゴール/分は全シーズン終了後に計算したデータで、シーズン中の各試合に影響

がないと考える。

イエローカード数、セカンドイエローカード数、レッドカード数を除外した理由として

は、これらはサッカー競技のメインコンテンツではないからである。

ペナルティーゴール数を除外した理由は、ペナルティーゴール数でも「ゴール」要因に

含まれているからである。
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第３節 タイ国における J1 リーグの報道環境の調査

文献調査により2012年からのタイにおけるJリーグの放映環境の変遷と、Google Trends

値の 2012 年 1 月から 2021 年 12 月 31 日までの変遷をまとめた。
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第３章 結果

本章では、タイ国籍選手が在籍記録及び出場記録があった 2017 年シーズンから 2021

年シーズンまで、年ごとに分析を行った結果である。

第１節 J リーグにおけるタイ国籍選手の活躍状況とタイ本国での話題の関係性

第１項 2017 年シーズン

J リーグにおけるタイ国籍選手の在籍及び活躍状況の調査

2017 年シーズンはタイ国籍選手が 1人在籍した。チャナティップ選手は表 2の通り、

「試合場数」は 16 回、「ゴール数」は 0、「アシスト数」は 1、「交代出場数」は 1 回、

「交代退場数」は 4 回、「イエローカード数」は 1 枚、「セカンドイエローカード数」は

0枚、「レッドカード数」は 0枚、「ペナルティーゴール数」は 0、「1ゴール/分」項目

は全シーズンゴール数がゼロのため無し、「出場時間」は 1302 分であった。

表 2 2017 年 J1 リーグにおけるタイ国籍選手の在籍及び活躍状況詳細

タイ国籍選手の活躍状況と Google Trends 値の関係

2017 年シーズンのタイでの J1 リーグへの Google Trends 値変遷は、以下図 1 の通りで

ある。
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図 1 タイでの J1 リーグへの Google Trends 値変遷（2017 年）

次の図 2の通り、2017 年シーズンの 1 年間で、タイ国籍選手の「出場」と「アシスト」

の項目において、該当週と非該当週の Google Trends 値の平均値を比較した。「出場」項

目において、該当週は非該当週よりの 60 ポイント高くなっていた。「アシスト」項目に

おいて、該当週は非該当週より 25 ポイント低くなっていた。

2017 年における「出場」、「アシスト」項目の該当週と非該当週の Google Trends 値

において独立サンプルの T 検定を行った結果、「出場」において 1%水準で有意差が見ら

れた。

図 2 出場とアシストの Google Trends 平均値の比較（2017 年）
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第２項 2018 年シーズン

J リーグにおけるタイ国籍選手の在籍及び活躍状況の調査

2018 年シーズンはタイ国籍選手が 3人在籍した。表 3の通り、チャナティップ選手の

「試合場数」は 30 回、「ゴール数」は 8、「アシスト数」は 2、「交代出場数」は 0、「交

代退場数」は 6、「イエローカード数」は 5、「セカンドイエローカード数」は 0、「レ

ッドカード数」は 0、「ペナルティーゴール数」は 0、「1ゴール/分」は 330 分、「出場

時間」は 2640 分であった。ティーラトン選手の「試合場数」は 28 回、「ゴール数」は 0、

「アシスト数」は 2、「交代出場数」は 5、「交代退場数」は 4、「イエローカード数」

は 4、「セカンドイエローカード数」は 0、「レッドカード数」は 1、「ペナルティーゴ

ール数」は 0、「1 ゴール/分」は全シーズンゴール数がゼロのため無し、「出場時間」は

2104 分であった。ティーラシンの「試合場数」は 32 回、「ゴール数」は 6、「アシスト

数」は 3、「交代出場数」は 19、「交代退場数」は 10、「イエローカード数」は 3、「セ

カンドイエローカード数」は 0、「レッドカード数」は 0、「ペナルティーゴール数」は

1、「1ゴール/分」は 264 分、「出場時間」は 1581 分であった。

表 3 2018 年 J1 リーグにおけるタイ国籍選手の在籍及び活躍状況詳細

タイ国籍選手の活躍状況と Google Trends 値の関係性

2018 年シーズンのタイでの J1 リーグへの Google Trends 値変遷は、以下図 3 の通りで

ある。
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図 3 タイでの J1 リーグへの Google Trends 値変遷（2018 年）

次の図 4の通り、2018 年シーズンの一年間で、タイ国籍選手の「出場」、「得点」、

「アシスト」、「タイ国籍選手同士の対戦」の 4 項目において、該当週と非該当週の Google

Trends 値の平均値を比較した。「出場」項目において、該当週は非該当週より 31 ポイン

ト高くなっていた。「得点」項目において、該当週は非該当週より 4 ポイント高くなって

いた。「アシスト」項目において、該当週は非該当週より 1 ポイント低くなっていた。「タ

イ国籍選手同士の対戦」項目において、該当週は非該当週より 6 ポイント低くなっていた。

2018 年における「出場」、「得点」、「アシスト」、「タイ国籍選手同士の対戦」項

目の該当週と非該当週の Google Trends 値において独立サンプルの T検定を行った結果、

「出場」において 1%水準で有意差が見られた。
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図 4 「出場」「得点」「アシスト」「タイ国籍選手同士の対戦」の Google Trends 平

均値（2018 年）

第３項 2019 年シーズン

J リーグにおけるタイ国籍選手の在籍及び活躍状況の調査

2019 年シーズンはタイ国籍選手が 3人在籍した。表 4の通り、チャナティップ選手の

「試合場数」は 28 回、「ゴール数」は 4、「アシスト数」は 9、「交代出場数」は 10、

「交代退場数」は 3、「イエローカード数」は 3、「セカンドイエローカード数」は 0、

「レッドカード数」は 0、「ペナルティーゴール数」は 0、「1 ゴール/分」は 608 分、「出

場時間」は 2432 分であった。ティーラトン選手の「試合場数」は 25 回、「ゴール数」は

3、「アシスト数」は 4、「交代出場数」は 0、「交代退場数」は 4、「イエローカード数」

は 4、「セカンドイエローカード数」は 0、「レッドカード数」は 0、「ペナルティーゴ

ール数」は 0、「1 ゴール/分」は 740 分、「出場時間」は 2221 分であった。ティティパ

ン選手の「試合場数」は 20 回、「ゴール数」は 0、「アシスト数」は 0、「交代出場数」

は 8、「交代退場数」は 11、「イエローカード数」は 4、「セカンドイエローカード数」

は 0、「レッドカード数」は 0、「ペナルティーゴール数」は 0、「1ゴール/分」は全シ

ーズンゴール数がゼロのため無し、「出場時間」は 1022 分であった。
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表 4 2019 年 J1 リーグにおけるタイ国籍選手の在籍及び活躍状況詳細

タイ国籍選手の活躍状況と Google Trends 値の関係

2019 年シーズンのタイでの J1 リーグへの Google Trends 値変遷は、以下図 5 の通りで

ある。

図 5 タイでの J1 リーグへの Google Trends 値変遷（2019 年）

次の図 6の通り、2019 年シーズンの一年間で、タイ国籍選手の「出場」、「得点」、

「アシスト」、「タイ国籍選手同士の対戦」の 4 項目において、該当週と非該当週の Google

Trends 値の平均値を比較した。「出場」項目において、該当週は非該当週より 18 ポイン

ト高くなっていた。「得点」項目において、該当週は非該当週より 12 ポイント高くなっ

ていた。「アシスト」項目において、該当週は非該当週より 6 ポイント高くなっていた。
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「タイ国籍選手同士の対戦」項目において、該当週は非該当週より 4 ポイント低くなって

いた。

2019 年における「出場」、「得点」、「アシスト」、「タイ国籍選手同士の対戦」項

目の該当週と非該当週の Google Trends 値において独立サンプルの T検定を行った結果、

「出場」において 1%水準で有意差が見られた。

図 6 「出場」「得点」「アシスト」「タイ国籍選手同士の対戦」の Google Trends 平

均値（2019 年）

第４項 2020 年シーズン

J リーグにおけるタイ国籍選手の在籍及び活躍状況の調査

2020 年シーズンはタイ国籍選手が 3人在籍した。表 5の通り、チャナティップ選手の

「試合場数」は 18 回、「ゴール数」は 1、「アシスト数」は 5、「交代出場数」は 1、「交

代退場数」は 12、「イエローカード数」は 1、「セカンドイエローカード数」は 0、「レ

ッドカード数」は 0、「ペナルティーゴール数」は 0、「1 ゴール/分」は 1269 分、「出

場時間」は 1269 分であった。ティーラトン選手の「試合場数」は 26 回、「ゴール数」は

0、「アシスト数」は 4、「交代出場数」は 3、「交代退場数」は 5、「イエローカード数」

は 4、「セカンドイエローカード数」は 0、「レッドカード数」は 0、「ペナルティーゴ

ール数」は 0、「1 ゴール/分」は全シーズンゴール数がゼロのため無し、「出場時間」は

1986 分であった。ティーラシンの「試合場数」は 24 回、「ゴール数」は 3、「アシスト

数」は 1、「交代出場数」は 18、「交代退場数」は 5、「イエローカード数」は 0、「セ

カンドイエローカード数」は 0、「レッドカード数」は 0、「ペナルティーゴール数」は

0、「1ゴール/分」は 235 分、「出場時間」は 704 分であった。
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表 5 2020 年 J1 リーグにおけるタイ国籍選手の在籍及び活躍状況詳細

タイ国籍選手の活躍状況と Google Trends 値の関係

2020 年シーズンのタイでの J1 リーグへの Google Trends 値変遷は、以下図 7 の通りで

ある。

図 7 タイでの J1 リーグへの Google Trends 値変遷（2020 年）

次の図 8の通り、2020 年シーズンの一年間で、タイ国籍選手の「出場」、「得点」、

「アシスト」、「タイ国籍選手同士の対戦」の 4 項目において、該当週と非該当週の Google

Trends 値の平均値を比較した。「出場」項目において、該当週は非該当週より 35 ポイン

ト高くなっていた。「得点」項目において、該当週は非該当週より 9 ポイント高くなって

いた。「アシスト」項目において、該当週は非該当週より 10 ポイント高くなっていた。

「タイ国籍選手同士の対戦」項目において、該当週は非該当週より 36 ポイント高くなっ

ていた。
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2020 年における「出場」、「得点」、「アシスト」、「タイ国籍選手同士の対戦」項

目の該当週と非該当週の Google Trends 値において独立サンプルの T検定を行った結果、

「出場」と「タイ国籍選手同士の対戦」項目において 1%水準で有意差が見られた。

図 8 「出場」「得点」「アシスト」「タイ国籍選手同士の対戦」の Google Trends 平

均値（2020 年）

第５項 2021 年シーズン

J リーグにおけるタイ国籍選手の在籍及び活躍状況の調査

2021 年シーズンはタイ国籍選手が 2人在籍した。表 6の通り、チャナティップ選手の

「試合場数」は 23 回、「ゴール数」は 1、「アシスト数」は 6、「交代出場数」は 0、「交

代退場数」は 13、「イエローカード数」は 2、「セカンドイエローカード数」は 0、「レ

ッドカード数」は 0、「ペナルティーゴール数」は 0、「1 ゴール/分」は 1860 分、「出

場時間」は 1860 分であった。ティーラトン選手の「試合場数」は 27 回、「ゴール数」は

0、「アシスト数」は 2、「交代出場数」は 4、「交代退場数」は 6、「イエローカード数」

は 1、「セカンドイエローカード数」は 1、「レッドカード数」は 0、「ペナルティーゴ

ール数」は 0、「1 ゴール/分」は全シーズンゴール数がゼロのため無し、「出場時間」は

2009 分であった。
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表 6 2021 年 J1 リーグにおけるタイ国籍選手の在籍及び活躍状況詳細

タイ国籍選手の活躍状況と Google Trends 値の関係

2021 年シーズンのタイでの J1 リーグへの Google Trends 値変遷は、以下図 9の通りで

ある。

図 9 タイでの J1 リーグへの Google Trends 値変遷（2021 年）

次の図 10 の通り、2021 年シーズンの一年間で、タイ国籍選手の「出場」、「得点」、

「アシスト」、「タイ国籍選手同士の対戦」の 4 項目において、該当週と非該当週の Google

Trends 値の平均値を比較した。「出場」項目において、該当週は非該当週より 21 ポイン

ト高くなっていた。「得点」項目において、該当週は非該当週より 15 ポイント低くなっ

ていた。「アシスト」項目において、該当週は非該当週より 10 ポイント低くなっていた。
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「タイ国籍選手同士の対戦」項目において、該当週は非該当週より 3 ポイント高くなって

いた。

2021 年における「出場」、「得点」、「アシスト」、「タイ国籍選手同士の対戦」

項目の該当週と非該当週のGoogle Trends値において独立サンプルのT検定を行った結果、

「出場」項目において 1%水準で有意差が見られた。

図 10 「出場」「得点」「アシスト」「タイ国籍選手同士の対戦」の Google Trends 平

均値（2021 年）
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第２節 タイ国における J1 リーグの報道環境

この節は、タイ国内において、J リーグへの視聴状況を把握するため調査を行った結果

である。具体的には、放送の「開始時間」、放映権契約した「放送局・プラットフォーム」、

そして J リーグを放送する具体的な「チャンネル」、放送の「形式」及び「放送頻度」に

おいて文献調査を行った。時系列でまとめた表は以下の通りである。

表 7 タイ国内の J リーグ視聴環境の変遷

第１項 GMM 時代

アジア戦略を実現する一環として、Ｊリーグは 2012 年の２月にタイプレミアリーグと

パートナーシップ協定を締結していた。その後、2012 年 3 月よりタイの GMM 社から、週 3

試合の頻度でケーブルテレビの方式で放送し始めた。なお、同年度の 6月より週 2 試合の

頻度で地上波 TV 放送の形式で放送開始が決定した。
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第２項 TRUE VISIONS 時代

図 11 TRUE VISIONS と J リーグの記者会見現場（チャナティップ右下 2）

（出典：ArayZ 2017 年 5 月号）

2017 年 5 月 18 日に、タイ大手衛星ケーブルテレビ TRUE Visions（本社タイ）とＪリ

ーグは、タイ・バンコクで会見し、2017 年 6 月より TRUE Visions 社から毎週土曜日、

日曜日の午後 2 時と午後 5 時に、三つのチャンネルを通じて地上波 TV 放送の形式で放送

開始の予定だと発表した。会見には、Ｊ１コンサドーレ札幌への移籍を発表したチャナテ

ィップ選手（右下 2）も出席した。放送開始後、札幌の試合は地上波でも無料で全試合放

送された。

第３項 SIAMSPORT&MCOT 時代

2020 年 2 月 20 日に、明治安田生命 J リーグはタイの SIAMSPORT と 2020 シー ズンよ

り３シーズンの放映権契約を締結し、2020 年 2 月よりタイの SIAMSPORT 社から、YouTube

と Facebook で無料ライブ配信の方式で放送し始めた。なお、同年度の 7月より、SIAMSPORT

に加え、政府系放送局の MCOT から、地上 TV 放送の形式で放送し始めた。J リーグの公式

資料によると 2020 年シーズンにおいて、Jリーグはタイで合計 6000 万回の視聴数を獲得

した。

https://www.excite.co.jp/news/football/tag/J%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%B0/
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第４項 Facebook の投稿

タイ語の J リーグの Facebook ペー 2013 年 5 月 28 日に作成され、筆者が調べた時点で

635568 人がフォローし、477,363 人の「いいね！」が表示した。投稿内容を見ると、タイ

籍選手（特にエース選手）の写真をつけた投稿が「いいね！」を獲得しやすいと発見した。

しかし、「タイ人ダービー」のテーマで調べると 2021 年のみ 4 回の投稿を行い、平均的

に「いいね！」の数は 2000 だった。

第５項 J リーグへ登録の選手に対しての効果

前述は、タイ国内での Jリーグを視聴する環境に対しての調査結果で、次は Jリーグへ

の移籍が選手自身に対しての結果を調べた。

図 12 タイでの J1 リーグへの Google Trends 値変遷（2012 年－2021 年）

図 12 のように、タイでの J1 リーグへの Google Trends 値は 2017 年より急に上がった。

J リーグの調査によればタイ代表のスター選手であるチャナティップのタイ国内での認

知度は札幌に移籍した 2017 年 7 月の時点で 72％あり、国民の大部分が知っている存在で

あったと言える。新聞記事（SOCCERKING）によると、Ture Visions は「札幌の試合は地

上波でも無料で全試合放送されており、チャナティップの出場試合は誰でも視聴可能な環

境となっている」と「2018 年 8 月 19 日の川崎フロンターレと札幌の一戦は、タイ時間 17

時という時間帯のキックオフであったこともあり、1％を超える視聴率を記録して約 40

万人が視聴した。ブリーラム・ユナイテッドやムアントン・ユナイテッドといったタイの

人気クラブの試合でも通常 1％を超えることはないから、かなりの高視聴率と言える。」

という報道があった。

タイ国籍選手自身の知名度も Jリーグへの移籍によって急上昇している。文献調査によ

ると、「選手自身の知名度も J リーグへの移籍によって急上昇していること。札幌移籍時

に 72 パーセントだったタイ国内でのチャナティップの知名度は、2018 年 12 月には 94 パ
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ーセントにまでアップした。ティーラシンも広島移籍前は 79 パーセントだったのが 91

パーセントとなり、ティーラトンも 75 パーセントから 92 パーセントへと大幅に認知度を

上げている。3 名ともタイリーグに所属している頃から有名な選手であったが、J リーグ

に活躍の場を移したことでサッカーの枠を超えて、すべてのタイ人が知るレベルの選手と

なったと言えそうだ。」と報道された。

第６項 タイ国籍選手の在籍前後の Google Trends 値

図 13 は、図 12 が示した数値を年ごとに作ったものである。図 13 のように、タイ国籍

選手が J リーグに在籍する以前と以後で Google Trends 値の比較を行った結果、2017 年

以降の方が以前よりも高い結果となった。特に2018年がGoogle Trends値が最も高く51.2、

次に 2019 年が 46.1 となっていた。

図 13 各年の Google Trends の平均値比較（2012 年-2021 年）
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第３節 J リーグの海外放映及びアジア戦略の取り組み

J リーグの公式ホームページ公表した最新の 2021 年度ファイルによると、海外 50 以上

の国・地域で Jリーグを放映している。具体的な内容は表 12 の通りである。

表 8 J リーグの海外放映状況
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J リーグはアジア戦略に基づいて、様々な活動を行った。それらについて、以下の J リ

ーグ公式ホームページで示した内容がある。

2012 年から本格にアジア戦略を実行する前、2003 年から 2006 年までに中国、韓国、

日本 3 か国のリーグのチャンピオンチームが対戦する「A3 チャンピオンズカップ」

を開催した。なお、2008 年から 2009 年まで、日本、韓国のオールスターチームの対

戦の大会を開催した。

2012 年から、テレビ放送を利用したアジア諸国でのＪリーグの露出拡大、Ｊリー

グがこれまで培ってきたノウハウをアジア諸国と共有することや、現地でのサッカ

ークリニック、イベントなどの実施、ASEAN（東アジア諸国連合）のリーグとパート

ナーシップ協定締結など、具体的な活動を進めた。なお、Jリーグのアジア戦略を宣伝

し、アジア各国で行う活動に参加する役割を担う「Jリーグアジアアンバサダー」を創設

し、元Ｊリーグ選手でありタイでプレー経験のある木場昌雄氏、丸山良明氏、また、

国内外で豊富なクラブ運営経験のある田部和良氏の３名を任命した。

一方、J リーグだけではなく、J クラブも J リーグの活動を受け、アジア諸国での

活動が活発化している。2015 年 1 月時点で、札幌、清水、磐田、Ｃ大阪、神戸、横

浜 FM、FC 琉球の７クラブが、タイやベトナム、ミャンマー、インドネシア、マレー

シアのクラブとクラブ間提携をしていた。
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第４章 考察

第１節 タイ国籍選手の試合出場とタイ本国での話題の関係性

いずれの年においても出場週と非出場週の平均値の差も統計的に有意を示した。なお、

いずれのシーズンにおいてもタイ国籍選手が出場した週の方がGoogle Trends値が高い結

果となった。これらの結果から、当該国の選手が Jリーグに在籍するだけでは本国での J

リーグ認知拡大効果は期待されず、試合に出場することが最低条件となる。

第２節 2017 年タイ国籍選手初の J リーガー誕生の影響

2012 年からタイでは J リーグの放映が開始されていたものの、実際に Google Trends

値が大幅に上昇したのが 2017 年以降であった。すなわち、チャナティップ選手がタイ国

籍選手初の J リーガーとなった年からであった。なお、既にタイ国内で知名度があるチャ

ナティップ選手は移籍を発表した後、同年度の J リーグとタイの TRUE VISIONS との放映

権契約締結の記者会見にも出席したことが、J リーグの露出度を高めたと考えられる。実

際に、2017 年の選手出場の Google Trends 値が非出場の週と比較して高い結果にあるよ

うに、同選手の活躍状況はタイ本国でも注目を集めていたことが考えられる。

第３節 2019 年タイ国籍選手の J リーグ優勝

2020 年に J リーグの放映権を SIAMSPORT 社と国営放送の MCOT が取得したことにより、

J リーグは放映権料収入の増加だけではなく、オンライン配信と地上波 TV 放送による露

出機会が拡大に成功し、J リーグのアジア戦略においても大きな効果のひとつである。こ

の背景にもタイ国籍選手の活躍があり、2018 年にチャナティップ選手が J リーグベスト

イレブンに選出、2019 年シーズンではティーラトン選手が横浜 F・マリノスの一員として

タイ国籍選手で初めて Jリーグ制覇を経験したことがタイでの注目度の高まりに繋がり、

Google Trends 値においても高い結果を示していたことからも、タイ国内での Jリーグの

注目度を高め、2020 年の契約更新のタイミングで TRUE VISIONS と比べて 5 倍の放映権料

の大型契約が決定したものと推察される。

第４節 Google Trends値の変遷

タイでの J リーグの放送は 2012 年から開始したが、Google Trends 値の急上昇はチャ

ナティップ選手が初タイ国籍 J リーガーとして登録した 2017 年からである。そして、チ

ャナティップ選手が J リーグベストイレブンに選出された 2018 年が最高峰になった。そ

の後、ティーラトン選手がタイ国籍 J リーガーとして初 J リーグ優勝を獲得した 2019 年

に二番目の高い数値を示した。

2020 年と 2021 年において Google Trends 値の年間平均値が大幅減少した。共通要因と

して、2020 年シーズンから SIAMSPORT 社の放映方式が従来の地上波 TV 放送から YouTube

や Facebook でのライブ放送に変更して、タイでの J リーグ情報の一部検索量はウェブサ

イトから、YouTube と Facebook によって分流されたと考える。次に、2020 年と 2021 年の

個別要因であるが、2020 年にチャナティップ選手の負傷による大幅欠席がその原因だと
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考える。2021 年は、2020 年に負傷したチャナティップ選手の出席率が負傷前シーズンと

比べて減り、J リーグに在籍したタイ国籍選手の人数も 2020 年シーズンと比べて減った

ことが要因と考える。つまり、タイ国籍選手の在籍人数が 3人程度と少ない状況から怪我

等の原因で活躍が見られなくなることから、本国での Jリーグの注目度も減少してしまう

ことになった。今後、より多くのタイ国籍選手が J リーグに在籍し、常にタイ国籍選手が

活躍している状況を作ることが露出機会及びマーケティング上の安定にも繋がることが

考えられる。

第５節 タイ国籍選手のトリプルミッション

2017 年、2020 年の 2 つの転換点から、タイ国籍選手の Jリーグでの活躍が本国での話

題の増加に寄与し、更に放映環境の向上へと発展した。つまり、タイ国籍選手の「勝利」

と起点に、タイ本国における Jリーグの「普及」「資金」へとトリプルミッションが好循

環した事例と言える。アジア戦略のもと、提携国において Jリーグが話題になりビジネス

として拡大させるためには、同国の選手が主力メンバーとして試合に出場することに始ま

り、更に優勝争いや個人タイトルを獲得するような活躍することが、好循環のきっかけに

なることを意味する。

第６節 研究の限界

Google Trends の検索特性で、一年間の数値を検索すると、週ごとの数値しか収集でき

ないことである。理論的に、独立サンプルの T 検定を行う場合、日ごとの数値を導入する

のが最適な結果を得られるが、実際の操作では実行できないことである。
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第５章 結論

J リーグにおけるタイ国籍選手の活躍は、タイにおける J リーグの露出機会の拡大と放

映権料の増加といった「勝利」を起点に「普及」と「資金」のトリプルミッションが好循

環した J リーグのアジア戦略がもたらした成功事例のひとつである。

今後 J リーグのアジア戦略をさらに加速させるためには、提携国を拡大させるだけでな

はなく、各国のエース級の選手が J リーグでプレーし活躍しやすい環境を作ることが当該

国からの注目を集めマーケットの拡大に繋がる。
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会学域経済学類社会言語学演習 11（29）、pp.29-46、2016-03-23

・HYUNYOUNG CHOI・HAL VARIAN；Predicting the Present with Google Trends、Special

Issue: Selected Papers from the 40th Australian Conference of Economists、

Volume88,Issues1Pages 2-9、June 2012

・TransfermarktHP

https://www.jstage.jst.go.jp/search/global/_search/-char/ja?item=8&word=*%E8%A7%92%E7%94%B0+%E5%AD%9D%E6%98%AD
https://www.jstage.jst.go.jp/search/global/_search/-char/ja?item=8&word=%E5%90%89%E7%94%B0+%E5%85%89%E7%94%B7
https://www.jstage.jst.go.jp/search/global/_search/-char/ja?item=8&word=%E6%B4%A5%E5%B7%9D+%E7%BF%94
https://www.jstage.jst.go.jp/search/global/_search/-char/ja?item=8&word=%E5%B1%B1%E6%9C%AC+%E5%B9%B9%E9%9B%84
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/pjsai/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/pjsai/JSAI2015/0/_contents/-char/ja
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorRaw=CHOI,+HYUNYOUNG
https://onlinelibrary.wiley.com/action/doSearch?ContribAuthorRaw=VARIAN,+HAL
https://onlinelibrary.wiley.com/toc/14754932/2012/88/s1
https://onlinelibrary.wiley.com/toc/14754932/2012/88/s1
https://onlinelibrary.wiley.com/toc/14754932/2012/88/s1
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https://www.transfermarkt.com/

・Ｊ１リーグ戦、６月からタイで地上波放送開始.Twitter（オンライン）（閲覧日：2021

年 12 月 20 日）

https://www.sakaiku.jp/topics/2012/002511.html#

・J リーグ、アジアでの放映拡大に前進…タイの「true vision」がバンコクで会

見.SOCCERKING.（オンライン）（閲覧日：2021 年 12 月 20 日）

https://www.soccer-king.jp/news/japan/jl/20170518/589100.html

・J リーグの海外放映が大幅拡大！地上波進出のタイ『MCOT』の番宣動画がこれ.Qoly.（オ

ンライン）（閲覧日：2021 年 12 月 20 日）

https://qoly.jp/2020/07/02/j-league-broadcast-mcot-oks-1

・J リーグ、タイやオーストラリアなど世界各国で放送が決定！.excite.（オンライン）

（閲覧日：2021 年 12 月 20 日）

https://www.excite.co.jp/news/article/FOOTBALLTRIBE_164484/

・アジアにおける J リーグの認知度は？…タイでの札幌戦の視聴率は国内リーグと同等以

上.SOCCERKING.（オンライン）（閲覧日：2021 年 12 月 20 日）

https://www.soccer-king.jp/news/world/asia/20200629/1089130.html

・Ｊリーグ、タイ TRUE VISIONS で６月から放送開始.ArayZ.(オンライン) （閲覧日：2021

年 12 月 20 日）

https://arayz.com/jleague-truevisions-tvbroadcasting-may/

・2021 明治安田生命Ｊリーグ海外 50 以上の国・地域で放映へ.Ｊリーグ.（オンライン）

（閲覧日：2022 年 2 月 5日）

https://www.jleague.jp/news/article/19380/

・アジアへの展開．Ｊリーグ.（オンライン）（閲覧日：2022 年 2 月 5 日）

https://aboutj.jleague.jp/corporate/global/asia/
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